
住
所
、
氏
名
を
失
念
、
誠
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

戦
雲
急
を
告
ぐ
る
、
昭
和
十
九
年
八
月
十
四
日
、
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
と
し
て
熊

昭
和
二
十
年
二
月
四
日
、
普
通
科
練
習
生
を
卒
業
。
九
州
・
四
国
・
朝
鮮
の
各
航
空

隊
に
五
十
名
位
づ
つ
別
れ
、
実
務
練
習
生
と
し
て
出
発
し
た
。

私
は
、
博
多
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
飛
行
班
第
三
分
隊
、
第
八
班
に
属
し
、

博
多
湾
の
彼
方
に
見
え
る
筈
崎
の
宮
の
鳥
居
を
眺
め
、
毎
日
飛
行
作
業
に
整
備
兵
と
共

三
月
始
め
、
同
期
生
が
盲
腸
炎
に
て
死
亡
。
私
が
呼
ば
れ
、
第
七
班
下
士
官
外
井
兵

曹
と
、
白
木
の
箱
写
真
を
抱
い
て
船
橋
市
に
向
い
ま
し
た
。

空
襲
が
激
し
く
、
下
関
駅
に
て
汽
車
が
動
か
ず
、
下
関
駅
前
の
旅
館
に
一
泊
す
る
事

と
な
り
ま
し
た
。
下
関
駅
は
線
路
が
真
ん
中
で
ホ
ー
ム
が
上
下
に
別
れ
て
い
て
、
地
下

そ

こ

通
路
の
途
中
に
遺
骨
を
安
置
す
る
佛
壇
が
あ
っ
て
、
其
処
に
遺
骨
を
納
め
、
駅
長
さ
ん

駅
員
さ
ん
の
焼
香
、
上
下
の
通
る
方
最
敬
礼
又
、
お
線
香
を
上
げ
て
下
さ
る
方
に
敬
礼

答
礼
し
ま
し
た
。
数
時
間
後
、
外
井
兵
曹
が
迎
へ
に
来
た
の
で
、
駅
長
さ
ん
が
立
っ
て

下
さ
い
ま
し
た
。

翌
朝
東
京
に
向
い
ま
し
た
。
東
京
は
夕
方
に
入
り
、
時
間
の
関
係
で
市
川
市
真
間
の

本
県
人
吉
海
軍
航
空
隊
に
、
乙
飛
第
四
期
生
と
し
て
入
隊
し
ま
し
た
。

私
は
市
内
に
青
果
小
売
商
を
営
ん
で
居
り
ま
す
。

友
の
遺
骨
を
抱
い
て
家
に
届
け
る

る
と
、
ハ
ッ
キ
リ
と
飛
行
機
は
見
え
ま
す
。

を
見
て
い
ま
し
た
。

私
の
家
に
一
泊
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
佛
と
外
井
兵
曹
と
私
と
一
緒
に
休
み
ま
し
た
。

翌
朝
船
橋
の
彼
の
家
に
向
い
ま
し
た
。
市
と
町
会
に
連
絡
が
な
い
の
で
、
町
会
事
務

所
の
前
を
通
っ
た
時
、
町
会
の
人
達
は
驚
き
ま
し
た
。
誰
か
家
の
人
に
知
ら
せ
た
の
か
、

母
親
と
見
え
る
人
が
仕
事
着
で
飛
ん
で
来
ま
し
た
。
何
か
大
声
で
叫
ん
で
泣
き
だ
し
ま

し
た
。
彼
の
家
は
漁
師
の
よ
う
で
、
家
族
の
人
は
仕
事
に
出
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
大

帰
隊
後
、
飛
行
作
業
に
励
ん
で
居
り
ま
し
た
時
、
沖
縄
失
陥
ら
し
き
事
が
報
ぜ
ら
れ
、

空
襲
が
激
し
く
、
福
岡
市
は
米
軍
グ
ラ
マ
ン
の
攻
撃
上
空
の
乱
舞
、
大
き
な
蜂
の
巣
を

叩
い
て
群
が
る
蜂
の
如
く
夜
の
攻
撃
も
凄
く
、
対
岸
で
福
岡
市
内
の
火
に
包
ま
れ
た
町

米
軍
機
の
電
探
を
散
ら
ば
づ
に
、
ま
と
ま
っ
て
落
ち
て
来
る
の
を
、
最
初
は
キ
ラ
キ

ラ
光
っ
て
い
る
の
を
や
っ
と
近
付
き
拾
っ
て
来
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
又
空
襲
が
あ

る
と
、
博
多
空
の
零
式
戦
斗
機
フ
ロ
ー
ト
を
付
け
た
水
上
機
は
、
博
多
湾
内
奥
に
退
避
、

陸
上
機
は
防
風
林
の
間
に
退
避
、
私
は
昼
夜
間
問
は
ず
、
九
三
中
練
の
尾
翼
を
か
つ
ぎ
、

松
の
木
の
間
に
か
く
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
も
九
三
中
練
に
乗
っ
て
、
上
空
よ
り
見

間
も
な
く
稲
の
穂
が
出
た
頃
に
、
鹿
児
島
海
軍
航
空
隊
に
派
遣
隊
員
と
し
て
、
転
勤

を
命
ぜ
ら
れ
、
鹿
児
島
空
に
向
い
ま
し
た
。
本
来
な
ら
飛
行
練
習
生
と
し
て
入
隊
す
べ

通
り
に
面
し
、
植
木
の
垣
根
平
家
建
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

森

川

郎

（
海
神

•
6
3歳
）
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森
川

一
郎

左
は
終
戦
時
の
所
属
と
階
級
で
す
。

ま
す
。

市
川
へ
。

き
が
、
米
軍
の
鹿
児
島
湾
上
陸
に
備
え
、
陸
海
の
兵
集
結
。
し
か
し
、
鹿
児
島
駅
は
ホ
ー

ム
し
か
な
く
、
市
中
も
焼
野
原
で
し
た
。

鹿
児
島
空
は
解
隊
基
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
鹿
児
島
湾
に
立
つ
桜
島
を
目
の
前
に

飛
行
作
業
に
励
み
ま
し
た
。
其
の
時
、
同
期
と
整
備
兵
米
軍
グ
ラ
マ
ン
に
銃
撃
さ
れ
戦

死
、
そ
し
て
終
戦
帰
郷
を
命
ぜ
ら
れ
、
鹿
児
島
駅
よ
り
復
員
の
途
に
付
き
ま
し
た
。

汽
車
が
来
た
の
に
何
万
の
兵
が
阿
鼻
叫
喚
の
中
列
車
に
向
い
、
鹿
屋
空
よ
り
来
た
同

期
池
田
君
、
銚
子
出
身
の
柳
瀬
君
と
三
人
で
、
若
さ
で
一
隅
を
占
領
、
し
か
し
五
つ
目

の
駅
隼
人
で
全
員
下
さ
れ
野
宿
。
翌
日
、
改
め
て
来
た
汽
車
に
乗
り
東
京
へ
。

懐
か
し
の
人
吉
八
代
を
過
ぎ
、
筑
後
川
の
鉄
橋
に
来
た
時
、
全
員
下
車
。
筑
後
川
鉄

橋
米
軍
機
爆
撃
の
た
め
破
壊
さ
れ
た
橋
桁
を
や
っ
と
歩
い
て
次
の
駅
ま
で
行
軍
。
又
汽

車
に
乗
り
関
門
の
手
前
の
駅
で
ス
ト
ッ
プ
。
ホ
ー
ム
で
三
人
飯
盆
炊
飯
し
て
た
ら
、
子

供
・
大
人
大
勢
見
に
来
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
汽
車
は
無
蓋
貨
車
で
し
た
。

一
路
東
京
へ
。
し
か
し
岡
山
駅
で
何
時
間
か
動
か
ず
、
私
達
も
な
ん
と
な
く
安
心
の

気
が
し
ま
し
た
。
動
き
出
し
て
、
梅
田
劇
場
の
建
物
を
見
て
、
ア
、
大
阪
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
三
池
炭
鉱
か
ら
来
た
娘
子
群
が
同
乗
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

池
田
君
は
浜
松
で
下
車
。
娘
子
群
も
静
岡
あ
た
り
で
下
車
。
私
達
二
人
は
東
京
へ
。

東
京
駅
の
ホ
ー
ム
に
下
り
た
時
、
丸
五
日
目
の
午
後
で
し
た
。
銚
子
の
柳
瀬
君
と
別
れ
、

数
多
く
亡
く
な
っ
た
先
期
・
後
期
・
同
期
の
碑
が
建
っ
て
い
る
と
云
う
、
人
吉
空
に

お
線
香
を
持
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
今
だ
に
叶
わ
ず
残
念
に
思
っ
て
い

鹿
児
島
海
軍
航
空
基
地
気
付

海
軍
飛
行
兵
長

博
多
海
軍
航
空
隊
派
遣
隊

第
三
分
隊
第
五
班
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